


までの時間を半周期と定義すると、各 Caseに おい

て落下高さが大きいほど衝撃加速度は大きくなるが、

半周期はほぼ同じであることが表-1か らもわかる。

また、JISの試験器を用いた Casel～3に おいて、

同一の落下高さの結果を比べると、衝撃加速度が大

きい場合の方が半周期が短くなる傾向が見られた。

32 液 性限界試験

Caselにおける液性限界試験結果を図-2に 示し

た。各落下高さとも流動曲線は線形的で、流動指数

はほば等しくなっている。また、落下高さが高い、

つまり衝撃加速度が大きいほど、液性限界値が小さ

くなっているのがわかるょ表-2に 各 Caseに おけ

る液性限界値を示したが、CaSe2～4で も同様なこ

とがいえる。

3.3 相対盛土高さと渡性限界値の関係

衝撃加速度と盛上高さの積を相当盛土高さと定義

したところ、表二3の ようになった。ここで、盛土

高さは JIS試験で 7.5mm,大 型試験器を用いる場

合では48mmと した。相‐当盛土高さと液性限界値の

関係を図-3に 示した。いずれの Caseに おいても

相当盛土高さと渡性限界値は線形関係を有し、相当

盛上高さの増カロに伴い液性限界値が小さくなること

がわかると    ‐           |

4.ま とめ  |  ,'    |

本研究では、ゴム台に敷く材料や血の落下高さを

変えて皿がゴム台に衝突する際の加速度を変化させ

たり、また、皿に盛る試料の盛上高さを変えること

が、液性限界試験結果に及ぼす影響について検討し

たところ、次のような知見が得られた。
・皿の落下高さが高いほど衝撃加速度は大きくな

るが、半周期はほば同じ値になる。
・落下高さが大きいほど液性限界値は小さくなる。
・衝撃"H速度が等しければ、盛上高さが大きいほ

ど渡性限界値は小さくなる。

,相対盛土高さと液性限界値のグラフは線形関係

にある。     ‐
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図-2 Caselに おける液性限界試験結果

表-2 各 Cas●における滋桂限界億
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図-3 相 対盛上高さと渋性限界宿の関係
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表-1 最 大加速度と辛馬期

表-3 各 Caseに おける相当虜十高さ

13.Omm Omm m m m m

Casel ・9 19 114

Case2 38t9 31. 25.8 17.3

Case3 31.6 27.2 20.2 12.3

Case4 301.0 244_8 201.6 143.0
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